Preventive effect of the proteinaceous inhibitor of ethylene synthesis on berry drop of Kyoh&omacr; grape (II) by Sakai, S. et al.
旗竿研究 57:1971202(1979)
エチレン生成阻害蛋白によるブドウ巨峰の
脱粒防止の効果について (ⅠⅠ)
酒 井 慎 吾*･馬 場 赴**･太 田 保 夫***
ブドウh峰は果実が巨大であ り,触碇かIl十く, 品質が良好であるなど座),した特長をもっ
ている.しかしながら,このブ ドウは脱粒しやすい欠点があ り (恒産 1973),収穫経,-rl
場に出まわるまでにかな()の丑が順位して鯨P.(抑伯がさがり,問他となっている.
署者ら (1977)紘,この脱粒防止を口的として,ヤ-ナ1)種子より抽出したエチレン生
成阻害蛋白の,ブトウ巨峰の脱粒におよはす/lTu.拝tを調べたところ,蛸 汗な効果,IlI認めた.
ブドウf=i峰のTj了を/蛋白処椎を行ない,室粒 および 低配で貯抜し, 経時的に悦ftIを調べた
が,榔二低甑にl;=紋した切出こそO-)効果が人きかった.
ブドウの落果,脱伸 こほ エチレンの閑5･していることが 指摘されているが (Weaver
andpool1969,鈴木 ･rf･沢 1973),既;R(折井ら 1977)の結果から,ブ ドウTT,岬の脱粒
にもェチレンの関与-していることが考えられた.
木研究では,ブ ドウri峰の脱粕 こおよばす-チレl/牛成附Tlf/jUlの効果を,エ1レン牛
成の面か引令JJL,なぜ,ブ ドウ17_柿が脱i:ILや-1T-い品種であるのかについて,新しい知
見が円らILたので択･:_]Elする.
本別1Ljに lゝ/り,ヨ三鰍二援助して下さった小川.)i;二才!lil1-iL-LT)榊かrTr.に7vR淵すろとともに,I)3娘にE･J'FJ
されたII辺佳代7-,.■jHJYIH/-の両氏に感J)卜,Tる.
実 験 方 法
供試したブ ドウrj.峰は,昭和52年 8月30rl I.YrhH県ヨ､一軒TTi(こあるブ ドウ間で収乾し,
その日に脱柏防止の'Zt自処FEを行なった. また,ネオてスカット(l･yr川lyl.I'･ltl 推),ヘ
リーA (岡山県 ･一宮産),および ヒpノ､ンプルタ(岡山県 ･船穂産)などの ブ ドウは,
倉敷jl了の青果市場で耶入して,実駅に他用した,
部分的に桁製した-チレソ生月即艮批珪LI]の調穀方法,動1Alu型方法,IrLtJび脱粕 1暗にの
方法は,既報 (ir'1非ら 1977)に従-て/(-J･な-,た.
ブ ドウのエチレン生成丑の洲定に際しては,ブ ドウ1房を32のデシケーターに入れ,
生成された エチレンは,べ トリ皿に 入れた 10mtの過搬讃耐水銚溶液に 馴 又させた･-
チレ./ほ塩化 リチウム溶膝を加えて発J]I.させ.ガスクロマ トグラフィーを用いて測定した
(Sakaiandlmaseki1970).
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実 験 結 果
1.ブ ドウの脱粒におよはすエチレンの影督
各ブ トウ4房ずつを,対照区と - 1-L,./処Bll区に わけ,エチレン処理区は ブ トウを約
458のプラスチック製の御調容掛 二入れて,50ppm の濃度になるように エヰレ./をj:f入
した,名ブ ドウの脱粒を 25)Cで洲促 し,第 1蓑の射一黙/J用た.
約1夷 ぶどうの脱粒におj:はす 50ppm ェチレンのW.'7
脱 判Li (%)
品 唖 名 粒教 生耶植(g)
.Jiは1後2ロ円 地坪絶4ul‡
巨 抑 38 390 (翌チレ･n.lq脚 l; 三Z:喜 喜三:;
′il-!スカット 73 490 (空チレフ地震 三.芸 三三.;
ペ リ ー A 61 420
ヒp-ソフルク 57 360
(竺チレT,i,A遥
,n.71 (7_
(望チレごJLLFn･x･
0 1,4
0 14.5
0 19
66 88.5
(汁) 各散伯は3㍍からfJiられた平均(lil
エチレン処JILi掩2日Llで,巨峰は40.8%の脱lFtLlがお こり,刺,n!'.牌 のもので も10,2%の
脱粒がお∴った,これに くtバ ,ネオマスカッ ト, ヒtJ-ソブルグでは,対照l互,-チレ
/処.lRIxiとも数パ-セソ ト以 卜U)脱粒にとどまり,ベ リーAでは両区とも脱粒がおこr･)皮
かった.処押後4日Elでは,E=jL,峰は対Jl.1'区21.4%,-ナL,ソ処岬Lメ.92.5%の脱粒がおこ
り,他の3種類L')ブ ドウより高い脱粒 ･3′/｣､した.対照区一･:a))lilト.'i_U)Lやすさからでは,rT_
畔,ネオマスカット, ヒロ/､ソフルグ,ベ T)-Aの順序で .:うったが,エチレン処矧 こ上る
脱F,では,F:L畔, ヒIJ.･ソブル グ,ネオ7,,.ブフット,ベ リー∧とな-つた.
2.4種精の7 ドゥのエチレン生成昆
第 2表に,250Cでの各軸街の ブ ドウの-チレソ生成瓜を示す. ネオマスカノト,ベ リ
は これらのブ ドウより,かな り高 い生成姐が測定 さ)した.
f:j],2兼 4禰輔のブドウにおけるェチレソ生成jT.(
晶 LRI.: 名 粒教 生瓜ii(g)
巨 絶 39
ネ オ マ ス カ ッ ト 65
へ [) - ^ 58
ヒロハ ンフル グ 60
(注) 各敬仲 よ37g1-から柑られた平均備
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-チL,ソ/i成fji.
(pl/100g生irfT.lr/4釧奇聞)
400 0.621
415 0106
400 0.159
370 0,189
I.{';･'-研 催
ドゥ巨峰の服地とエチレン生成におよはすエチレン生成阻書蛋白の効果
(25oC)で貯蔵 した場 合,第 1図のように, 対照区では2日E]に約 10%の脱純が
おきは じめ,8日仁=こは 宜金に脱粒した. しかL,蛋白処理区では8日Hでも26%の脱
??
?
? ?
? ?
? ??
?
収稚tlq)日放 収稚tIQ)日数
;]'TJ1rq ブドウ巨畔の脱粒とェチレンrLll心二おムよすエチレンJI･成阻FLtnJ⊥lの効火
(吐) 1)1977'rF8月30L川上馳 2)各敬脈は3llTJから/ftられた平均値
3)ェチレン/如拙'.ほ:)呈映朋的Er.LfU)!ト.屯17iをもとに滋わした
粒にとどまっていた.また,蛋山処理区のエチ レン生成丑は対照区のほは半分に械少Lて
お り,ブ ドウLl峰の工ナL/ン生収も阻′LJ-されていることが明らかになっf=.
4.低温貯蔵でのブ ドウ巨峰の脱粒におよはすエチレン生成阻害蛋白の効果
既粗 (酒井ら 1977)で,-チL/ン生成阻甥蟹(-)のブ ドウ巨峰の脱粒におよ1'ます効果は,
4oCの低弧条件でより即 断こあらわれることを師 '.-･したが,同じ条件下で,1977年収位の
10 20 30 40 50 60 70
収 II価 の 日 放
第2同 低姐Jrl機でのブドウEL師の脱粒にt'-よほすエチレン生成阻EL'蛋白の効R
(と1.) 1)1977･'ト8月30日収陛 2)各値は5LF,Tから得られた平均値
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ブト)巨峰について,エチL/ソ生成ruLJ-磯 山の効果を調べて7J.た.
節2凶に 示すように,刈湖区では収擬後,7日目で 1,4%の)甜如 ミLAら九,13日日以
降はほぼ一定の割FTで脱粒がおきはじめ,35日目には完全に脱粒した. エチレソ生成阻
遁蛋白処理区では,収杜後20日間はほとんど脱粒がみられないが,その後は.1ぎー晃の割
合で脱粒がおこり,完全に脱粒するまで66日間を要した. この口数は,対照区にくらべ
ると31日長かった.収鮭後32日E](10月1日)で,対Il.･TiI*.88%,蛮L'1処理区26%の
脱粒がみられたが,この様子を節3匝‖亡示して_kく.
考 察
岡山児産の4価知1:のフドゥについて.aL.1べた結果,TH末ら (1977)の結果とlq様にブドウ
Iit峰はネオマスカット,ベリーA,ヒp-ソ7､ルクにくらべて,脱粍しやすい品純である
ことがわかった. ブトウLi峰は,50ppm のエチL,ソに よる脱粒の促進効果が非常に訂J
いことから,他のブドウで指摘されているように (WeaverandPool1969,鈴木 ･中沢
1973), この脱粒にも-チL/ソが関与しているものと考えられる. ブドウ闇任の生成する
ェナL,ソ並が,不オマスカノト,ベリーA,ヒp-ソブルグなどのブト~クとくらべると高
いということを考えあわせると, ブ1ウ巨峰が脱粧しやすい品魅であることの-LJ｣とし
て,エナL,ソの生成出が多く,かつ-ナL,ソに対する感受性が高く,すぐに匪冊 BJ戊が誘
挿されて脱粒するのではないかと考えられる.ヒロノ､ソブルグは外部から与えた-チL'ソ
に対しては,処理後4EI目で88.5%の脱粒を,示し,エチレンに 対する感受性が高い品種
と思わ;i,しるが,ヒp-ソプルグの生成する-チL/ソ盤がLi蜂にくらべると,ほぼ1/4雀J三度
であることから,対照区での脱粒が低いのではないかと思われる.ネオマスカット,ベリ
ーAは,外部から与えたエチレンによって脱粒がおこりにくく,かつエ+レソ生成止も少
ないdil種であることがわかった.
室甑で貯蔵した場合,ブドウ巨柿の脱粒にふよはす-ナレン生成阻適訳Llの効果につい
ては,既報 (酒井ら 1977)と同じ効果がみとめられ, さらに, 脱粒が防止されている叫
にエチレン生成も阻害されていることが明らかになった.
低温で貯成した場合には, その効果が既報 (酒井ら 1977)よf)も斬掛こもらわれた.
既幸即こおいては,9月22日に収捷したブドウ巨峰を用いて,完全脱粒までに要する口数
紘,対照区で30日,張白地jlil星で42日であったが,本研究では,8月30日に収蛙した
ものを用いて,対照区で35B,笠に1処理区で66日という結果を得た. この原田として
紘,ブドウ巨峰の生育時の気候の差なども考えられるれ 収挫時期の問越が大きいと考え
られる.既相で用いた口軽は収f掛時期をすぎたものであった/こめ,樹上での令かかなり進
んで脱粒Lやすい状,fgiに入っていたと考.えL-)れる.このことは,神川左での脱粕淵始が,
此城では収越後4E]ULjaてあるのに,本研究に1-Jいては10ヒ=]LJ;(となっていることから
もうかがえる.蛋白処卿 こより脱粒がおこらない脚相は,両実験とも20引iLlであったが,
収健の適才抑こ収接した本研究に用いたブトウ巨峰は,その後の脱粒の割合が既報にくらべ
ると少なく,そのため完全脱粒に弊する矧視がはるかに長くなっている.この結果かrI,,
エチL,ソ/t脱出蟹缶百g)処理をいつブ トーゥti峠に行なうかが,脱憧防止の効果を高めるL
で大きな出題として残されていると,JLL､わ.i-Lる.
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摘 要
1)刷Ill県虚の フ トウ巨胤 ネオマスカ ノト.ベ リーA, ヒロノ､ソフルクを用いて 脱粒
を調へたところ,巨峰か最 も脱粒 しやす く,ついてネオマスカッ ト, ヒロノ､ソフルタ,-
リ-Aの順であ った.また,外部から与えたエチレンによる脱粒の促進効果は,巨峰で最
蛸 白餅こみ られ ついで ヒp-ンブルブ,不オマスカ ノL,ベ リーAの順であ った.
2)4種のブ トウによる エチレン生成鹿を 比較 した結見 目_峰が他の 3種 とくらへて多
超のエチレンを生成することが明らかにな った.
3)ブ ドウ巨峰をエチレン生成fn苦蛋IllでJLL理することにより,エチレンノt成を阻害 し,
かつ脱粒 も防止できる.
4)ブ トウ巨峰を エチレン生成阻害i軌｣で 処理 し,4OCの低温で貯蔵することに より,
約20日間肌粒を防止でき, 完全脱粒までに 66日間を 要することが わかった. この 日数
は,料/rl.13,[和 こくらべると31日長か った,
5)以上の結果から,ブ ドウ巨峰は 他の品唖に くらべて 多1-a:のエチレンを生成し,かつ
エチレンに対 しての感受性が高 いことから,生成されたエチレンに より脱粒が誘,jLI;･,されて
いるものと考えられ る,この脱粒の防止には, i,こr-ナ リ抑=j'･か ら抽出 したエチレン生成問
詰丑l｣がLltl署な効果を/｣､す ことが明らかになった.
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第3同 低温貯歳におけ,I.'エチレン生成阻'Jlt蛋白による
ブ トウ巨蜂の脱矧妨止効果
(吐) 1)上段対,lI.:i.区.下段-テレソ生成阻 .`i'･処理区
2)1977年8月30日収樫.収経緯32日R柑影
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